
 
 
 
 
 

 

 

〇学年・教科名  小学校第６学年・算数科 

〇単元名     考える力をのばそう「全体を決めて」 

〇授業展開の工夫  

  一人一人の実態に応じた学びの場を工夫することで、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の

一体的な充実を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実を 

目指した取組事例」         行田市教育委員会 

事例１ 

導  入 

展  開 

ま と め 

子供たちの活動時間を確保 見通しは最小限にする。 

個別最適な学び 協働的な学び 

①「個人で考える」「話し合いながら

考える」「先生と一緒に考える」の

かを選択して、問題に取り組む。 

自分がどの取り組み方を選択する

のかを意思表示し、自分に合った学

習の場を選択できるようにした。 

教師は机間指導をしながら全体の取り組

み状況を把握し、「別の解き方はない

か」、「どのように説明をするのか」とい

った深い学びにつながる声掛けをした。 

導入（問題の理解・見通し・課題の設定）を簡潔

（５分以内）にすることで、自力解決、話合いの

時間を確保する。 

③問題が解けた児童は、教室前方に置いた 

タブレットに提示した発展問題に取り組む。 

個別最適な学び 

本時の思考・判断・表現の育成を目標としてい

るため、「友達と話し合って気付いたこと」、

「友達の考え方でよかったこと」を視点とし

て示し、振り返りを行った。 

②自力解決が終わったら、教室後方に 

集まり、児童同士で考えを説明し合う。 



 

 

〇学年・教科  小学校第４・５学年 音楽科 

○単元名   ・いろいろな音のひびきを楽しもう「打楽器の音楽」（４年） 

・和音のひびきの移り変わりを感じ取ろう 

「『静かにねむれ』の和音で旋律づくり」（５年） 

〇授業展開の工夫 

ICT 機器を効果的に活用しながら、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させ

た授業実践を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタルの音源で確

認しながら実際の楽

器で演奏の練習をす

る。 

個別最適な学び 

個の感じ取った楽器の音色の特徴をもと

に、グループで話し合いながら、デジタル

教科書を活用して音の重なりを考えながら

音楽を作り上げ、演奏の練習をする。 

協働的な学び 

旋律を聴き合

い、アドバイス

をしながら、よ

り良いものに作

り上げる。 

個別最適な学び 
学習支援アプリを活用して、個々の振り返りを共有す

る。 

【成果と課題】 

○意図を明確にしながら学習形態を工夫したり、ICT

を効果的に活用したりすることで、「個別最適な学

び」と「協働的な学び」の一体的な充実につなげる

ことができた。 

▲個の学習の状況を見取ることが難しい場面があった

ので、指導と評価の一体化を図っていきたい。 

事例２ 

導  入 

展  開 

ま と め 

デジタル教科書を

使って、個々の旋

律づくりや音色の

特徴を考える。 


